Barak Kushner, Men to Devils, Devils to Men: Japanese War Crimes and Chinese Justice. by オコーノ ピーター
<書評>バラク・クシュナー『人から悪魔へ、悪魔か
ら人へ――日本の戦争犯罪と中国の正義』
著者 オコーノ ピーター
雑誌名 日本研究
巻 57
ページ 252-254
発行年 2018-03-30
その他の言語のタイ
トル
Barak Kushner, Men to Devils, Devils to Men:
Japanese War Crimes and Chinese Justice.
URL http://doi.org/10.15055/00006933
『日本研究』 No. 57（2018）　252
　
戦争研究はいまだに戦略的あるいは軍事的角度からのアプロー
チが多いようだが︑ここ二十年ほど前から戦闘終結後の時代についての信頼できる有益な仕事が次々と登場してきている︒ヨーロッパ史ではトビー・ジャット
（
Toby Judt ）
やイアン・カーショウ
（
Ian K
ershaw
）
がこのアプローチに刺激的な枠組みを提供し︑東ア
ジア史ではハンス・ヴァン・デ・ヴェン
（
H
ans van de V
en ）
と︑そ
して本書のバラク・クシュナーがこうした観点をもちこんだ︒両人とも中国の戦後を焦点にしている︒　
この魅惑的な研究は︑中国共産党と国民党が一九四七年から
四九年にかけて行なった日本人戦犯裁判をめぐ 政治的︑外交的駆け引きを対象 ︑それをアメリカと連合諸国によって日本内外で一九 五 から四九／五〇年に行なわれた
（前者より有名な）
裁判をめぐる同様の駆け引きおよび運営と比較する︒　
著者は︑戦後の戦闘再開という中国の特殊性に鋭い問題意識で
切り込む︒破綻に向かう国家で疲弊したライバル同士が繰り広げた戦いは二十年の長きに及ぶことになったが︑その最後の五年間に行なわれたこの戦いは︑諸国間の力関係を再編し︑東アジアの冷戦構造を組み換える結果 もたらした︒この引き延ばされた戦いのため ︑中国は滅亡 瀬戸際 まで追い込まれた︒　
日本の壮大なアジェンダがその支配を希求していた中国のみな
らず全アジアの闘争において国共が優位を競うなかで︑中国の侵略者に対する抗日戦争のあらゆる局面 審判の対象となった︒それは中国の二つの勢力と東京で開かれた極東国際軍事法廷
（東京
裁判）
の日本人被告
︱︱
東京裁判で裁かれた日本人被告はごく限
書
 評バラク・クシュナー
﹃人から悪魔へ、悪魔から人へ
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られている
︱︱
とのあいだだけでなく︑中国の二勢力と日本の国
益をめぐり法廷外でも争われた︒　
このような裁判の運営はどんな時でも難しい︒内戦の続くなか
で裁判を維持するのは︑どちらの陣営にとっても兵站の勝利を意味した︒著者が述べているとおり︑中国軍の人員・装備不足ゆえに︑日本の降伏はただちに日本軍の撤退や捕囚 つながらなかった︒十五年戦争の終息と戦後の始まりにははっきりした境界がい︒一九四 八月から一九四九年十月までの時期はむ ろ︑列強の帝国主義と巧妙に仕組まれ 対敵協力によって遅れに遅れ歴史プロセスが頂点を迎え 時期だった︒中国制覇をめざすわずか四年余り 出口なき戦いで︑過去数世紀にわたる混乱と無政府状態が沸点に達し︑切迫した最悪の全面的内戦へ逆戻りしてしまったのである︒戦犯裁判はこうした戦闘の最中に行なわ た︒捕虜たちの監視にあたって たのは︑ つ 場へ駆り出されてもおかしくない兵士たちだった︒　
こうした困惑と疲弊のスクラム状態から中国共産党が登場する︒
これまでの通説では︑国民党は銀行を通じて脱出したと言われているが︑著者はその脱出ルートに法廷を加え こ 争いにおける国民党の役割について 再解釈にもう一つの様相を付与する︒　
国共両陣営のいずれもこの破綻国家に対する覇権の足がかりを
つかむことさえできないまま︑一九四九年十月の不幸な結着まで︑
過酷な内戦が三年続いた︒アジア秩序の大地殻変動の最前線にあって︑中国共産党と国民党はいずれも抗日十五年戦争の遺産を処理せねばならず︑どちらが中国を所有するかだけでなく︑どちらが﹁正義の戦争﹂という大義を獲得し︑中国ブランドを手にするかをめぐって争った︒どちらの中 が浮上し︑どちらの中国が沈むか︑世界が見守る中 この混沌 から︑どちらが国際法と外交基準の遵守に優れ いるかを示すことによって︑国家の品位を守れるかが未来からの要求として見えてきた︒戦犯法廷はこうした戦いの場︑競い合う両陣営の正義を示す場となったのである︒　
戦後の中国では︑日本軍の敗退︑混乱を極めた撤退︑大量の日
本兵の捕囚と再入隊のあと︑国共 とその国内権益は苦労して得た政治・軍事資産を︑これらの裁判運営 ︑達成には まだほど遠い国家 品位の証明 集めることに投じた︒ ぽう東京裁判では︑東アジアの倫理的指導者をめざすこの三者の競合において︑連合国軍最高司令官総司令部
（
G
H
Q
　）
は戦争の計画と指
導の罪で訴えられた
A級戦犯に焦点を絞ることによって手際よく
日本の側についた︒　
著者は最近できた東アジア各地の文書館で︑恐るべき量の﹁こ
れまで全く知られて なかった新しいデータ 山﹂ 格闘し（p. 20 ）︑中国共産党と国民党両者は︑東京裁判の案件を規模と複
雑さにおいて凌駕する長期にわたるこれらの裁判を通じて︑ ﹁通
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